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	　開会の挨拶

　前定例会の会議録について意見を求める。

　（全委員　異議なし）

　署名を求める。

教育長の報告　最初に11月に実施した19校の学校訪問で感じたこと報告する。1点目は校長のリーダーシップを感じる学校と感じない学校である。次に、学校目標に組織として動いている学校と動いていない学校である。3点目は、直感だが、明るい伸びやかな学校と何か暗い淀んだ学校があると見受けられた。現場でも色んな指導を行ったが、今後、校長会や教頭会を通しても学校目標を具見化するための指導を随時行っていきたいと考えている。
　次に、第2回大分県市町村教育長会議について報告する。全国学力テスト等の結果を見て自分たちの学校や教育委員会は、何をするところなのか、もう一回振り、学力を高めるためには、校長、教頭、教員は何をすべきかを振り返ってほしいと言うことであった。学校は、学びのシステムを整え、教育委員会はそれを支え、国や県の指示を待つのではなく、攻めの教育委員会を目指してほしいと言う説明があった。今後、市長部局と予算的な面など連携をとりながら、必要な施策を実施して行きたいと考えている。
議案第47号「日田市立小中学校教育環境整備検討委員会設置要綱の制定について」を提案し、提案理由の説明を担当課長に指示する。
議案第47号については、平成14年11月に制定した日田市立小中学校適正規模検討委員会設置要綱を廃止し、新たに、日田市立小中学校教育環境整備検討委員会設置要綱を制定しようとするものである。

本市では、平成16年5月に学校規模適正化推進計画を策定し、月出山小学校など5校の統廃合を平成19年4月に終えたところである。

しかしながら、平成17年3月の市町村合併を受け、前回の日田市立小中学校適正規模検討委員会の報告書の対象となっていない旧町村の日田市立小中学校の学校規模の適正化を始めとした全市的な教育環境の整備を図る必要が生じてきた。

このようなことから、日田市の今後の方向性をまとめ、小中学校規模の適正化の推進を始め、日田市の学校教育の現状と課題や望ましい教育環境のあり方についての調査、検討を行う検討委員会の設置を行なおうとするものである。

要綱案では、第1条で、設置、第2条で、所掌事務について規定しており、所掌事務には、今回新たに、第2条　第2号で、小中一貫教育制に関することも規定している。第3条、第4条は、検討委員会の組織及び委員の任期で、委員については、市民の代表者、学識経験者、 統廃合校の代表者、学校教育関係者など25人以内の委員で構成することとし、委員の任期は、第2条に規定する報告がなされたときに終了するものとしている。

本要綱は、公布の日から施行し、この教育環境整備検討委員会に　この後　協議事項で協議をお願いする、「日田市の学校教育の現状と課題を（案）」を提案し、会議を開催しながら、色んな方面からご検討をいただき、答申または報告をいただきたいと考えている。

説明のあった議案第47号「日田市立小中学校教育環境整備検討委員会設置要綱の制定について」意見を求める。

第3条第2項第3号の委員で統廃合校の代表者は、統廃合を経験した学校の代表者なのか。
旧月出山、堂尾、伏木、羽田、花月小学校の関係者で統合について教育委員会と色んな協議をしてきた方の中から代表者として委員に就任していただきたいと考えている。
市議会議員の枠はあるのか。
市民の代表者として議員の枠はある。しかしながら、議員が委員として入るかどうかは、議会の判断になる。教育委員会としては、入っていただきたいと考えている。
代表者に旧郡部の委員は何名程度になるか。
旧郡部の委員は、第1号の市民の代表者ということで、地域審議会の枠から委員に就任していただきたいと考えている。
前回の日田市立小中学校適正規模検討委員会との整合性は、どうなるのか。

委員の内　学識経験者については、大分大学から前回と同じく山崎先生を予定している。会議の内容については、統廃合から一歩踏み込んだ内容になると考えている。
第2条第1項第3号のその他教育環境の整備に関することとは、どういったことを予定しているのか。
天瀬町出口地区の児童が大山町の鎌手小学校に校区外就学している例など、そういった校区等の全市的な見直しを考えている。

今後のおおよその予定は、どうなっているか。

平成20年1月に第1回目の検討委員会を開催し、平成21年3月の議会に結果を報告ができればと考えている。

議案第47号「日田市立小中学校教育環境整備検討委員会設置要綱の制定について」他に意見がなければ、本案は原案のとおり決することとする。

　（議案第47号　議決）

議案第48号「平成19年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について」を提案し、提案理由の説明を担当課長に指示する。
今回の補正は、決算見込みに伴う補正及び計数整理が主なものとなっているので書記から説明をさせることとする。
議案集別冊により、補正予算を項目ごとに説明する。
説明のあった議案第48号「平成19年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について」意見を求める。

オストメイト対応トイレというのは、どのようなトイレか。
人口肛門、人口膀胱など袋を携帯している人がいるが、その袋を洗浄することができる洗浄用水栓を備えたトイレのことである。
地区公民館のエアコンであるが、どこから移設するのか。

12月で閉館となる市民会館のエアコンを再利用するものである。今回は、その移設費用を補正予算として計上している。

ピアノの移設、調律は何台分か。

中津江ホールにピアノが無いので移動させるもので、1台分である。

体育施設のテニスコートの修繕はどのようなことをするのか。

コート4面のエンドゾーンの全般的な修繕である。
議案第48号「平成19年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について」他に意見がなければ、本案は原案のとおり決することとする。

　（議案第48号　議決）

協議事項　「平成20年度全国学力・学習状況調査への参加」について説明を担当課長に指示する。

本年度から始まった全国学力・学習状況調査については、文部科学省から毎年参加するかどうかの確認が来ることとなっている。日田市教育委員会としては、日田市の子どもたちの学習状況など、調査の結果から色んな詳しいデータが得られることや、昨年度の例では、全国的には犬山市のみが不参加で、後は全市町村が参加している状況から来年度も参加したいと考えている。ご意見をいただきたい。
説明のあった「平成20年度全国学力・学習状況調査への参加」について意見を求める。
　継続して参加することで、点から線へとなっていくので参加する方がいいと考えるが、結果を夏休み前に出してほしいと考える。

　結果の公表や活用については、学校訪問時に感じたことだか、各学校で温度差があるような気がする。結果の活用や地域を含めた説明については、来年度も参加するなら十分配慮してほしいと考える。
　分析及び活用については、各学校で十分行っていると考えている。日田市全体としても教科部会、研究主任会を開催し分析、活用に取り組むよう指導している。しかしながら、その分析結果などを公表するかどうかは、学校長の判断に任されているので、バラツキがあるのが現状である。教育委員会から指導できないことになっている。

　教科部会、研究部会は、各学校にあるのか。
各学校には、研究主任がおり授業改善や学力向上などを研究している。その研究主任が集合し、日田市全体の方向性や各学校の実態に合せた取組みをお願いしている。また、教科主任も同じように取組みをお願いしている。その結果が、地域や保護者に伝達されていくのは、これからだと考えている。

　先の公開の件であるが、説明するのも説明責任であるし、説明しないと説明するのも説明責任と考えるが、私としては、説明するほうで説明責任を果たすよう校長を指導していきたいと考えている。
来年度も参加することで確認する。

（全委員　異議なし）

協議事項　「日田市の学校教育の現状と課題（案）」について説明を担当課長に指示する。
この日田市学校教育の現状と課題（案）は、先に議案第47号で議決をいただいた日田市立小中学校教育環境整備検討委員会設置要綱に基づき設置をされる検討委員会へ提出をする資料として作成したものである。

平成16年1月に、「第一次」の学校規模適正化検討委員会から報告書を受け、同年の5月に日田市学校規模適正化推進計画を策定した。

この日田市学校規模適正化推進計画は、最低１学年１クラス以上を構成できる学校規模を適正規模とし、また、１クラスの規模としては構成人数が20人から30人程度が望ましいとの考えを基本方針としている。

しかしながら、平成17年3月に市町村合併があったので、前回の日田市立小中学校適正規模検討委員会の対象地区となっていない旧町村の日田市立小中学校の学校規模の適正化を始めとした全市的な教育環境の整備を図る必要が生じてきたところである。

　このようなことから、日田市の学校教育の今後の方向性をまとめ、学校規模の適正化の推進を始め小中一貫教育など、日田市の学校教育の現状と課題や望ましい教育環境のあり方についての調査、検討を行い、報告書としてまとめたところである。

この報告書をベースに、日田市立小中学校教育環境整備検討委員会に日田市の教育の今後のあるべき姿を検討していただきたいと考えている。
説明のあった「日田市の学校教育の現状と課題（案）」について意見を求める。
複式学級とは別の話になるが、中学校1年の30人学級についてもこの委員会で検討するのか。
文部科学省の基準で、すべての学級で30人学級を実施するのは難しい現状である。
「日田市の学校教育の現状と課題（案）」を検討委員会に提案することを確認する。

（全委員　異議なし）

三隈中学校校舎耐火構造壁の一部手直しについての報告を担当課長に指示する。
三隈中学校校舎の耐火構造壁に（株）ニチアス製の耐火構造壁が使用されていることが判明したので、一部手直し工事が発生したことを報告する。
報告第11号「寄附採納報告（平成19年10月期分）」の報告を指示する。

　
10月期分の寄附採納状況について報告する。

　各課報告を指示する。

　平成19年度全国学力・学習状況調査結果の広報掲載について
　　平成20年1月15日号に掲載することを報告する。
平成20年の成人式について
日　時　　平成20年1月13日（日）　午前11時00分～

　場　所　　日田市民文化会館
行政視察について

日　時　　平成19年12月28日（水）～29日（木）

　場　所　　宮城県多賀城市教育委員会

次回の定例教育委員会会議の日程について

日　時　　平成19年12月25日（火）　午後1時30分～

　　場　所　　市役所別館　2階会議室
　委員会の終了を告げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員会終了時刻　午後3時05分
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